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は
じ
め
に

　

中
華
人
民
共
和
国
政
治
の
二
つ
の
転
換
点
と
し
て
一
九
七
六
年
と

一
九
七
八
年
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
毛
沢
東
は
、
一
九
七
六
年
九

月
に
死
去
す
る
ま
で
人
民
共
和
国
の
権
力
構
造
に
お
い
て
す
べ
て
の
重

要
事
項
の
決
定
者
で
あ
り
、
彼
個
人
の
力
で
す
べ
て
の
人
の
政
治
的
運

命
を
決
定
で
き
た
。こ
れ
に
対
し
て
一
九
七
八
年
一
二
月
の「
転
換
」は
、

毛
沢
東
の
「
革
命
」
の
時
代
か
ら
鄧
小
平
の
「
改
革
・
開
放
」
の
時
代

へ
の
転
換
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
人
民
共
和
国
期
政
治
の
二
つ
の
転
換
点
と
し
て
の
一
九
七
六

年
・
一
七
七
八
年
と
、毛
沢
東
の
「
革
命
」
の
時
代
か
ら
鄧
小
平
の
「
改

革
・
開
放
」
の
事
態
へ
の
転
換
と
し
て
の
一
九
七
八
年
十
一
期
三
中
全

会
と
を
媒
介
す
る
人
物
と
し
て
、
華
国
鋒
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

華
国
鋒
は
、
一
九
六
九
年
の
中
共
九
全
大
会
で
中
央
委
員
、
七
三
年
の

華
国
鋒
研
究
の
概
況
と
展
望

田
　
　
中
　
　
　
　
　
仁

十
全
大
会
で
中
央
政
治
局
委
員
に
昇
格
、
七
五
年
の
第
四
代
期
全
人
代

で
国
務
院
副
総
理
兼
公
安
部
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
彼
は
七
五
年

四
月
の
天
安
門
事
件
で
党
第
一
副
主
席
・
国
務
院
総
理
、
一
〇
月
の
四

人
組
事
件
で
党
主
席
・
党
軍
事
委
員
会
主
席
と
な
り
、
結
果
、
党
・
政
・

軍
の
権
力
を
一
身
に
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
十
二
全
大

会
（
八
二
年
九
月
）
に
お
け
る
党
・
政
・
軍
の
権
力
は
、
胡
耀
邦
総
書

記
、
趙
紫
陽
国
務
院
総
理
、
鄧
小
平
軍
事
委
員
会
主
席
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
四
人
組
事
件
か
ら
十
二
全
大
会
に
い
た
る
過
程
は
、
華
国
鋒
政

権
か
ら
七
八
年
一
二
月
の
十
一
期
三
中
全
会
の
「
転
換
」
を
経
て
鄧
小

平
政
権
に
移
行
し
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
〇
一
八
年
三
月
、
筆
者
は
、
南
開
大
学
歴
史
学
院
に
お
い
て
華
国

鋒
研
究
の
調
査
を
行
う
機
会
を
得
た
。
大
学
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「
中
文
期
刊
全
文
庫
」（
維
普
）
に
お
い
て
キ
ー
ワ
ー
ド
「
華
国
鋒
」
と

し
て
検
索
、ヒ
ッ
ト
し
た
約
一
四
〇
〇
篇
か
ら
約
七
〇
篇
を
抽
出
し
た
。
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り
す
ぎ
た
こ
と
や
、
そ
の
ほ
か
一
部
の
左
よ
り
の
政
策
を
と
り
つ

づ
け
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
華
国
鋒
同
志
に
は
責
任
が
あ
る
［
四

負
］。（
歴
史
決
議
二
五
、
韓
鋼
二
〇
一
一:

九
）

　

蓋
軍
・
中
共
中
央
党
校
教
授
は
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
の
四
人
組
事

件
か
ら
七
八
年
一
二
月
の
十
一
期
三
中
全
会
に
い
た
る「
二
年
の
徘
徊
」

期
の
分
岐
は
、
①
思
想
路
線
（
実
事
求
是
か
「
二
つ
の
す
べ
て
」
か
）、

②
政
治
路
線（
経
済
建
設
中
心
か
、「
要
を
掴
ん
で
国
を
治
め
る
」の
か
）、

③
組
織
路
線
（
迅
速
な
幹
部
復
活
か
、
復
活
を
遅
ら
せ
名
誉
回
復
を
抑

制
す
る
の
か
）
で
あ
っ
た
と
し
、
三
中
全
会
の
意
義
は
、
①
思
想
路
線

（
思
想
解
放
、
実
事
求
是
）、
②
政
治
路
線
の
転
換
（
建
国
以
来
の
党
史

の
大
転
換
）、
③
改
革
開
放
の
開
幕
、
④
鄧
小
平
を
核
心
と
す
る
中
央

指
導
集
団
の
形
成
で
あ
る
と
述
べ
る
［
蓋
軍
一
九
九
八
］。

　

二
〇
〇
八
年
八
月
二
〇
日
の
華
国
鋒
死
去
に
際
し
て
新
華
社
が
発
信

し
た
「
華
国
鋒
同
志
生
平
」（『
人
民
日
報
』
九
月
一
日
）
は
「
四
負
」

に
言
及
せ
ず
、
彼
が
権
力
の
核
心
に
あ
っ
た
二
年
間
に
つ
い
て
は
「
二

年
の
徘
徊
」
と
は
異
な
る
評
価
が
提
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
‥

一
九
七
六
年
一
〇
月
、
華
国
鋒
同
志
は
葉
剣
英
同
志
ら
と
と
も
に

中
央
政
治
局
を
代
表
し
、
党
と
人
民
の
意
思
を
代
表
し
て
果
断
な

措
置
を
断
行
し
、
一
挙
に
四
人
組
を
粉
砕
し
て
党
を
救
い
、
社
会

主
義
事
業
を
救
済
し
た
。
…
四
人
組
粉
砕
後
、
華
国
鋒
同
志
は
中

共
中
央
主
席
、
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
、
国
務
院
総
理
な
ど
の
職

務
を
歴
任
し
た
。
こ
の
時
期
、
彼
は
十
期
三
中
全
会
、
十
一
全
大

会
、
十
一
期
三
中
全
会
な
ど
の
重
要
会
議
を
主
宰
し
た
。
彼
は
、

古
参
の
無
産
階
級
革
命
家
の
支
持
の
も
と
、
混
乱
を
し
ず
め
て
正

本
稿
は
こ
れ
ら
関
連
研
究
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
け

る
華
国
鋒
研
究
の
概
況
と
そ
の
展
望
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

一
．「
歴
史
決
議
」
と
「
華
国
鋒
同
志
生
平
」

　

今
日
の
中
国
政
治
に
お
け
る
華
国
鋒
の
公
的
評
価
は
、
一
九
八
一
年

六
月
の
年
中
共
六
中
全
会
「
建
国
以
来
の
党
の
若
干
の
歴
史
問
題
に
つ

い
て
の
決
議
」（
歴
史
決
議
）
で
あ
り
、「
一
正
四
負
」
と
概
括
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
‥

華
国
鋒
同
志
は
江
青
反
革
命
集
団
を
粉
砕
す
る
闘
争
で
功
績
を
た

て
、
そ
の
後
も
有
益
な
仕
事
を
し
た
［
一
正
］。
だ
が
、
華
国
鋒

同
志
は
「
二
つ
の
す
べ
て
」（「
毛
主
席
の
決
定
し
た
こ
と
は
す
べ

て
断
固
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
毛
主
席
の
く
だ
し
た
指

示
は
す
べ
て
終
始
変
わ
る
こ
と
な
く
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）

と
い
う
あ
や
ま
っ
た
方
針
を
と
り
、
こ
れ
を
な
か
な
か
改
め
よ
う

と
し
な
か
っ
た
。
一
九
七
八
年
に
は
混
乱
を
収
拾
す
る
う
え
で
重

要
な
意
義
を
も
つ
「
真
理
の
基
準
」
に
つ
い
て
の
討
論
の
展
開
を

お
さ
え
つ
け
た
［
一
負
］。
ま
た
、
古
参
の
幹
部
を
活
動
に
復
帰

さ
せ
る
仕
事
や
、
歴
史
上
の
冤
罪
・
で
っ
ち
あ
げ
・
誤
審
事
件
の

誤
っ
た
決
定
を
破
棄
す
る
仕
事
を
引
き
伸
ば
し
、
こ
れ
を
妨
害
し

た
［
二
負
］。
さ
ら
に
、
以
前
か
ら
の
個
人
崇
拝
を
引
き
続
き
残

す
と
と
も
に
、
自
分
自
身
に
対
す
る
個
人
崇
拝
ま
で
も
つ
く
り
出

し
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
［
三
負
］。
…
経
済
活
動
で
功
を
あ
せ
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の
誤
り
と
一
つ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
具
体
的
に
見
れ
ば
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
汪
東
興
に
つ
い
て
で
あ
り
、
華
国
鋒
に
つ
い
て
は
簡
単
に
結
論
を
だ

す
こ
と
は
で
き
な
い
［
一
五
］。（
４
）
大
規
模
な
導
入
、
西
方
視
察
の

主
張
、
輸
出
基
地
を
作
り
外
国
借
款
に
賛
成
す
る
こ
と
、
上
部
構
造
と

管
理
体
制
の
改
革
な
ど
は
肯
定
す
べ
き
で
あ
り
、
華
国
鋒
主
政
期
に
、

改
革
開
放
は
す
で
に
日
程
に
上
っ
て
い
た
［
韓
鋼
二
〇
一
一
②:

一
五
］。

　

程
中
原
・
当
代
中
国
研
究
所
元
副
所
長
は
、「
華
国
鋒
同
志
生
平
」

を
「
全
面
的
か
つ
公
正
な
評
価
」
と
し
、
残
さ
れ
た
問
題
は
彼
が
鄧
小

平
復
活
の
阻
止
を
意
図
し
て
行
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
す
る

［
程
中
原
二
〇
〇
九:

七
〇
］。
程
は
、（
１
）
四
人
組
逮
捕
か
ら
七
七

年
の
三
月
工
作
会
議
の
間
、鄧
小
平
復
活
問
題
に
つ
い
て
、華
と
陳
雲
・

王
震
を
代
表
と
す
る
党
内
の
声
と
の
間
で
実
質
的
な
分
岐
は
な
く
、
た

だ
時
機
を
ど
う
捉
え
る
の
か
と
い
う
認
識
の
相
違
で
あ
っ
た
［
七
二
―

七
三
］。（
２
）
華
が
鄧
小
平
復
活
を
遅
ら
せ
た
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ

が
華
の
主
観
的
意
図
で
あ
っ
た
か
あ
る
い
は
客
観
に
そ
う
な
っ
た
の
か

は
別
に
し
て
、
実
際
に
合
致
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
華
の
個
人

的
専
断
で
は
な
く
、
中
央
指
導
集
団
の
決
定
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の

問
題
で
過
度
に
個
人
の
責
任
を
追
及
す
べ
き
で
は
な
い
［
七
七
］、
と

述
べ
る
。

　

陳
立
旭
・
中
共
浙
江
省
委
党
校
主
任
は
、「
華
国
鋒
同
志
生
平
」
が

彼
の
主
催
し
た
三
つ
の
会
議
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま

え
て
、（
１
）
十
期
三
中
全
会
で
は
政
局
を
落
ち
着
か
せ
全
面
的
安
定

を
実
現
し
た
。（
２
）
十
一
全
大
会
で
は
文
革
終
結
を
宣
言
し
、
現
代

常
に
も
ど
し
、党
と
国
家
の
政
治
生
活
の
正
常
な
秩
序
を
回
復
し
、

広
範
な
幹
部
大
衆
を
動
員
組
織
し
て
経
済
建
設
の
各
工
作
に
積
極

的
に
投
入
し
、
四
人
組
の
罪
業
を
摘
発
批
判
し
て
彼
ら
の
派
閥
組

織
を
整
理
す
る
う
え
で
大
き
な
成
果
を
獲
得
し
た
。
彼
は
、
広
範

な
幹
部
大
衆
の
要
求
に
も
と
づ
き
、
冤
罪
・
で
っ
ち
上
げ
の
再
調

査
と
名
誉
回
復
に
着
手
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
万
策
を
配
し
て
の

経
済
発
展
を
強
調
し
、
工
業
農
業
の
比
較
的
速
や
か
な
回
復
と
発

展
を
獲
得
し
た
。
彼
の
提
唱
の
も
と
で
、
教
育
科
学
文
化
工
作
は

正
常
化
し
、
外
交
工
作
に
お
い
て
も
新
た
な
進
展
を
獲
得
し
た
。

華
国
鋒
同
志
は
四
人
組
の
摘
発
を
指
導
し
、
全
党
全
国
各
族
人
民

を
動
員
し
て
社
会
主
義
現
代
化
強
国
を
建
設
す
る
こ
と
に
大
い
に

努
力
し
た
。（
華
国
鋒
同
志
生
平
）

　

華
国
鋒
研
究
に
つ
い
て
、
ま
と
ま
っ
た
か
た
ち
で
問
題
の
所
在
と
論

点
を
提
示
し
て
い
る
の
は
、
韓
鋼
・
華
東
師
範
大
学
教
授
で
あ
る
。
彼

は
、「
華
国
鋒
同
志
生
平
」
で
の
公
的
評
価
の
変
化
に
つ
い
て
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
評
価
を
避
け
事
実
の
点
で
概
ね
客
観
的
に
評
価
で
あ
る
と
し

［
韓
鋼
二
〇
一
一:

九
］、「
一
正
四
負
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ

る
。（
１
）
華
国
鋒
は
「
四
人
組
」
拘
束
行
動
の
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ジ

の
主
導
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
決
し
て
た
だ
「
功
績
が
あ
っ
た
」
と
い

う
も
の
で
は
断
じ
て
な
く
「
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
」
の
で
あ
る

［
一
一
］。（
２
）
華
国
鋒
が
「
二
つ
の
す
べ
て
」
を
堅
持
し
た
と
言
う

言
い
方
は
事
実
で
は
な
い
。
す
く
な
く
と
も
そ
こ
に
、
鄧
小
平
復
活
に

反
対
す
る
と
い
う
意
志
は
存
在
し
な
か
っ
た
［
一
五
］。（
３
）
老
幹
部

の
職
場
復
帰
と
名
誉
回
復
を
引
き
伸
ば
し
阻
ん
で
い
た
こ
と
が
華
国
鋒
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た
。
華
は
毛
の
指
示
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
従
っ
て
処
理
し
、
会
議
を
開
催

す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
［
二
〇
一
六:

〇
四
七
］。（
３
）
七
六
年
四

月
四
日
の
清
明
節
に
は
天
安
門
広
場
に
二
〇
〇
万
人
が
集
ま
り
、
追
悼

活
動
が
高
揚
し
た
。
夜
、
毛
沢
東
の
指
示
で
開
か
れ
た
政
治
局
会
議
で

は
広
場
の
花
輪
の
処
理
方
法
が
議
題
と
な
り
、
四
人
組
に
よ
る
花
輪
の

強
制
撤
去
が
天
安
門
事
件
の
導
火
線
と
な
っ
た
。
毛
遠
新
に
よ
る
四
人

組
と
歩
調
を
あ
わ
せ
た
報
告
に
対
し
て
、
毛
沢
東
は
明
確
な
意
思
表
示

を
し
な
か
っ
た
［
二
〇
一
六
②
］。（
４
）
四
月
七
日
朝
、
毛
沢
東
は
毛

遠
新
に
対
し
て
彼
の
考
え
を
詳
細
に
述
べ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
政
治
局

は
、
華
国
鋒
を
総
理
・
党
第
一
副
主
席
と
す
る
こ
と
、
天
安
門
事
件
は

「
反
革
命
事
件
」
で
あ
る
こ
と
、
鄧
小
平
の
職
務
剥
奪
・
留
党
観
察
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
［
二
〇
一
六
②
：
〇
五
二
～
〇
五
三
、

二
〇
一
六
③
：
〇
四
八
］。

　

毛
沢
東
に
よ
る
華
国
鋒
へ
の
後
継
指
名
と
し
て
周
知
の
メ
モ
書
き

「
あ
な
た
が
や
れ
ば
安
心
だ
」
に
つ
い
て
、
徐
慶
全
・
炎
黄
春
秋
副
総

編
輯
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
章
含
之
（
喬
冠
華
夫
人
）、張
玉
鳳
（
毛

沢
東
晩
年
の
機
要
秘
書
）、
中
央
文
献
研
究
室
『
毛
沢
東
伝
』
は
い
ず

れ
も
、「
あ
な
た
が
や
れ
ば
安
心
だ
」（
四
月
三
〇
日
）
の
メ
モ
書
き
が

毛
沢
東
に
よ
る
後
継
指
名
の
根
拠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
疑
義
を
提
出

し
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
み
な
以
下
二
点
の
史
実
を
軽
視

し
て
い
る
。
第
一
の
史
実
は
、
四
月
七
日
に
毛
沢
東
が
華
国
鋒
を
念
頭

に
「
あ
な
た
が
や
れ
ば
安
心
だ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二

の
史
実
は
、
四
人
組
粉
砕
後
に
こ
の
メ
モ
書
き
が
持
ち
出
さ
れ
、
中
央

の
指
導
者
も
全
国
の
人
民
も
こ
れ
が
毛
沢
東
に
よ
る
後
継
指
名
の
根
拠

化
建
設
の
基
本
任
務
を
確
定
し
た
。（
３
）
十
一
期
三
中
全
会
で
は
党

の
工
作
の
重
点
の
移
動
を
明
確
に
し
、
改
革
開
放
を
提
起
し
た
、
と
概

括
す
る
［
陳
立
旭
二
〇
一
四
］。

２
．
天
安
門
事
件
と
権
力
の
継
承

　

中
華
人
民
共
和
国
政
治
の
転
換
点
と
し
て
の
一
九
七
六
年
は
、
一
月

に
死
去
し
た
周
恩
来
と
彼
を
追
悼
す
る
天
安
門
事
件
か
ら
は
じ
ま
る
。

華
国
鋒
は
、
こ
の
事
件
の
過
程
で
中
共
第
一
副
主
席
兼
総
理
と
な
り
、

毛
沢
東
の
後
継
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
が
、
そ
の
際
、
毛
沢
東

が
記
し
た
「
あ
な
た
が
や
れ
ば
安
心
だ
（
你
弁
事
、
我
放
心
）」
と
い

う
メ
モ
書
き
が
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

李
海
文
・
中
共
党
史
研
究
室
研
究
員
（
元
文
献
研
究
室
周
恩
来
研
究

小
組
副
組
長
）
に
よ
る
［
李
海
文
二
〇
一
六
、二
〇
一
六
②
、

二
〇
一
六
③
］
は
、
従
来
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
天
安
門
事
件
前
後
の
政

治
過
程
に
つ
い
て
行
き
届
い
た
叙
述
を
行
っ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、（
１
）

鄧
小
平
第
一
副
総
理
が
推
進
し
た
整
頓
政
策
を
批
判
す
る
「
反
右
傾
翻

案
風
」
に
続
い
て
、
四
つ
の
現
代
化
を
提
唱
し
た
周
恩
来
が
死
去
。
四

人
組
は
周
総
理
に
対
す
る
人
々
の
思
い
を
弾
圧
し
た
た
め
、
彼
ら
は
暗

澹
た
る
前
途
と
と
も
に
生
活
改
善
の
希
望
を
持
て
な
く
な
っ
た
。
こ
の

こ
と
が
、
人
々
が
「
文
革
」
に
不
満
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
重
要
な
原

因
で
あ
り
天
安
門
事
件
の
根
本
原
因
だ
っ
た
［
二
〇
一
六:

〇
三
四
］。（
２
）
一
九
七
五
年
九
月
、
毛
沢
東
の
甥
・
毛
遠
新
が
主
席

連
絡
員
と
な
っ
て
か
ら
華
国
鋒
は
毛
沢
東
と
会
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
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二
〇
〇
四
］
に
言
及
す
る
。

　
［
韓
鋼
二
〇
一
二
］
は
、（
１
）
四
人
組
の
粉
砕
は
ま
ず
華
国
鋒
が
提

起
し
た
。
そ
れ
は
李
先
念
を
経
由
し
て
葉
剣
英
に
伝
え
ら
れ
、
葉
剣
英

の
賛
同
を
得
た
。（
２
）汪
東
興
は
他
に
代
え
が
た
い
役
割
を
果
た
し
た
。

（
３
）
具
体
的
方
策
と
し
て
、
政
治
局
会
議
か
中
央
委
員
会
全
体
会
議

か
が
検
討
さ
れ
た
（
後
者
は
造
反
派
を
ふ
く
む
た
め
リ
ス
ク
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
）。（
４
）
計
画
は
、
葉
剣
英
を
通
じ
て
指
導
者
た
ち
に
あ

ら
か
じ
め
伝
え
ら
れ
て
い
た
、
と
す
る
。

　
［
程
中
原
二
〇
一
一
］
は
、（
１
）「
歴
史
決
議
」
が
述
べ
る
よ
う
に
、

四
人
組
粉
砕
は
「
文
化
大
革
命
」
と
「
歴
史
の
新
時
期
」
と
の
画
期
で

あ
る
。（
２
）
歴
史
評
価
は
当
時
の
歴
史
環
境
の
な
か
で
行
わ
れ
る
。

歴
史
決
議
で
汪
東
興
が
果
た
し
た
役
割
へ
の
言
及
が
な
い
こ
と
、
新
華

社
に
よ
る
葉
剣
英
訃
告
（
一
九
八
六
年
一
〇
月
二
九
日
）
で
「
彼
は
決

定
的
役
割
を
果
た
し
た
」
と
さ
れ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。（
３
）
毛

沢
東
没
後
の
華
国
鋒
は
、党
と
国
家
の
最
高
指
導
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
、

葉
剣
英
・
李
先
念
ら
と
と
も
に
政
治
局
の
多
く
の
同
志
と
団
結
し
て
四

人
組
を
粉
砕
し
、た
だ
ち
に
政
治
局
会
議
を
開
催
し
て
こ
れ
を
通
報
し
、

し
か
る
べ
く
決
定
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
合
法
的
行
為
で
あ
り
、
ク
ー
デ

タ
や
軍
事
的
陰
謀
で
は
な
い
、
と
述
べ
る
。

四
．「
二
年
の
徘
徊
」
と
「
主
政
二
年
」

　

韓
鋼
は
、
中
国
最
高
指
導
者
と
し
て
の
華
国
鋒
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
、
在
職
期
間
と
し
て
の
一
九
七
六
年
一
〇
月
～
八
一
年
六
月
と
権
力

と
は
な
ら
な
い
と
は
誰
も
見
な
さ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
者
は
毛
沢
東
に
よ
る
「
生
前
の
後
継
指
名
」
で
あ
り
、
後
者
は
華
国

鋒
の
「
宝
刀
」
と
な
っ
た
［
徐
慶
全
二
〇
一
六
］。

　

呉
徳（
朱
元
石
整
理
）「
一
九
七
六
年
天
安
門
事
件
的
前
前
後
後
」は
、

天
安
門
事
件
当
時
、
政
治
局
委
員
・
北
京
市
革
命
委
員
会
主
任
と
し
て

天
安
門
広
場
の
具
体
的
状
況
を
把
握
す
る
立
場
に
あ
っ
た
呉
徳
の
口
述

『
十
年
風
雲
紀
事
：
我
在
北
京
工
作
的
一
些
経
歴
』（
当
代
中
国
出
版
社

二
〇
〇
四
年
）
の
摘
録
で
あ
る
［
呉
徳
二
〇
〇
四
］。

三
．
四
人
組
事
件

　
［
江
燕
二
〇
〇
八
］
は
、
四
人
組
事
件
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
関
連

研
究
を
整
理
し
、
そ
こ
で
の
主
た
る
論
点
を
、（
１
）
誰
が
四
人
組
問

題
の
解
決
を
提
起
し
た
か
（
葉
剣
英
か
華
国
鋒
か
）、（
２
）
実
行
段
階

に
お
け
る
華
国
鋒
・
楊
剣
英
・
李
先
念
・
汪
東
興
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

は
何
か
（
決
定
的
役
割
を
果
た
し
た
の
は
華
国
鋒
か
葉
剣
英
か
。
汪
東

興
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
）
を
概
括
す
る
と
と
も
に
、

方
法
面
で
は
史
実
の
復
元
に
お
け
る
口
述
資
料
・
回
想
資
料
の
用
い
方

に
言
及
、
李
先
念
伝
編
集
組
「
一
則
重
要
考
訂
：
有
関
華
国
鋒
、
李
先

念
、
葉
剣
英
商
談
解
決
“
四
人
組
”
問
題
的
両
個
関
鍵
時
間
」
を
有
為

な
参
照
文
献
と
し
て
掲
げ
る
。
さ
ら
に
、
四
人
組
事
件
研
究
の
前
提
と

し
て
、
鄧
小
平
に
よ
る
一
九
七
五
年
整
頓
の
成
果
と
中
断
が
、
四
五
運

動
（
天
安
門
事
件
）
か
ら
四
人
組
粉
砕
＝
文
化
大
革
命
終
結
に
対
す
る

十
分
な
精
神
的
物
質
的
準
備
と
な
っ
た
と
述
べ
る
［
程
中
原
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は
な
く
、
高
層
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
［
韓
鋼
二
〇
一
一:

一
二
～
一
三
］。

◦　
「
二
つ
の
す
べ
て
」
は
鄧
小
平
復
活
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で

は
な
く
、
鄧
小
平
復
活
と
天
安
門
事
件
名
誉
回
復
に
つ
い
て
の

社
会
輿
論
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
七
七
年
三
月
の

中
央
工
作
会
議
以
降
、
華
国
鋒
は
「
二
つ
の
す
べ
て
」
を
提
起

せ
ず
、
公
的
な
文
献
、
公
的
メ
デ
ィ
ア
も
「
二
つ
の
す
べ
て
」

を
提
起
し
な
く
な
っ
て
い
た
［
韓
鋼
二
〇
一
一:

一
三
～

一
五
］。

◦　

華
は
「
真
理
の
基
準
」
は
重
要
問
題
」
で
あ
り
「
は
っ
き
り
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
認
め
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
こ

れ
に
つ
い
て
の
討
論
を
認
め
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
何
が
し

か
の
支
持
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
［
韓
鋼

二
〇
一
一
②:

九
～
一
〇
］。

◦　

公
的
叙
述
で
は
、「
重
点
の
移
動
」
は
文
革
後
の
歴
史
的
転
換

で
あ
り
、
こ
の
戦
略
は
鄧
小
平
が
「
二
つ
の
す
べ
て
」
と
の
力

較
べ
の
結
果
提
出
し
た
と
さ
れ
る
が
、こ
れ
は
事
実
で
は
な
い
。

一
九
七
八
年
冬
、「
重
点
の
移
動
」
問
題
で
華
と
鄧
に
は
根
本

的
な
違
い
は
な
か
っ
た
［
韓
鋼
二
〇
一
一:

一
七
～
一
八
］。

◦　

一
九
七
八
年
一
一
～
一
二
月
の
中
央
工
作
会
議
と
十
一
期
三
中

全
会
は
、
中
共
史
上
最
も
民
主
的
な
会
議
で
あ
っ
た
。
だ
が
華

国
鋒
に
と
っ
て
そ
れ
は
政
治
権
力
の
「
溶
鉱
炉
」
と
な
っ
た
。

意
義
深
い
の
は
、
こ
の
結
果
は
彼
の
包
容
性
・
寛
容
性
と
関
係

が
あ
る
。
二
年
間
の
乾
坤
逆
転
の
原
因
は
一
つ
で
は
な
い
が
、

の
核
心
に
あ
っ
た
一
九
七
六
年
一
〇
月
～
七
八
年
一
二
月
に
区
分
す
る

［
韓
鋼
二
〇
一
一:

九
］。
後
者
の
主
政
二
年
に
つ
い
て
、
公
式
の
見

解
で
は
「
二
年
の
徘
徊
」
と
し
、
四
人
組
粉
砕
に
も
か
か
わ
ら
ず
明
確

に
改
革
・
開
放
の
方
針
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。

　
［
南
東
風
一
九
九
五
］
は
そ
う
し
た
見
方
を
ふ
ま
え
て
の
も
の
で
あ

り
、
以
下
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
る
。（
１
）
四
人
組
粉
砕
後
の
人
々
の

願
い
は
鄧
小
平
の
復
活
と
天
安
門
事
件
の
名
誉
回
復
で
あ
っ
た
が
、
毛

沢
東
晩
年
の
左
傾
思
想
に
忠
実
で
あ
っ
た
華
国
鋒
は「
二
つ
の
す
べ
て
」

を
提
起
し
、
こ
れ
に
同
意
し
な
か
っ
た
。（
２
）「
二
つ
の
す
べ
て
」
と

実
事
求
是
の
対
抗
は
、「
二
つ
の
す
べ
て
」
を
掲
載
し
た
二
七
社
論
と

鄧
小
平
四
月
書
簡
、
中
共
十
一
全
大
会
で
の
華
国
鋒
政
治
報
告
と
鄧
小

平
閉
幕
詞
の
対
抗
に
見
ら
れ
た
。（
３
）「
真
理
の
基
準
」
に
つ
い
て
の

論
争
で
は
、
一
九
七
八
年
五
月
、「
実
践
は
真
理
を
検
証
す
る
唯
一
の

基
準
」
が
中
央
党
校
『
理
論
動
態
』
に
掲
載
、す
ぐ
に
『
光
明
日
報
』『
人

民
日
報
』『
解
放
軍
報
』
が
転
載
し
た
の
に
対
し
て
、
華
国
鋒
と
汪
東

興
は
こ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。（
４
）
一
一
～
一
二
月
の
中
央
工

作
会
議
で
天
安
門
事
件
の
名
誉
回
復
が
実
現
し
、
華
国
鋒
も
「
二
つ
の

す
べ
て
」
の
誤
り
を
認
め
た
。
こ
う
し
て
十
一
期
三
中
全
会
は
歴
史
的

転
換
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
韓
鋼
は
、「
二
年
の
徘
徊
」
論
と
は
異
な
る
「
主
政

二
年
」
論
を
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
‥

◦　

華
が
鄧
小
平
復
活
を
「
阻
ん
だ
」
こ
と
は
な
く
、
一
九
七
七
年

初
め
、
鄧
の
再
度
の
復
活
は
時
間
の
問
題
だ
っ
た
。
鄧
の
再
復

活
に
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
こ
と
は
華
国
鋒
一
人
の
意
志
で
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た
。（
２
）
国
外
の
非
毛
化
の
議
論
と
国
内
に
お
け
る
文
革
批
判
情
緒

の
拡
大
を
背
景
に
、
華
国
鋒
の
統
治
に
は
、
最
高
指
導
者
と
し
て
の
正

統
性
を
担
保
す
る
た
め
、
伝
統
支
配
（
毛
の
「
あ
な
た
が
や
れ
ば
安
心

だ
」）
か
ら
カ
リ
ス
マ
支
配
（
英
明
な
指
導
者
と
個
人
崇
拝
）
さ
ら
に

合
法
的
支
配
（
名
誉
回
復
と
リ
ク
ル
ー
ト
、
経
済
発
展
）
に
い
た
る
正

統
性
資
源
の
選
択
と
治
国
政
策
の
転
換
が
み
ら
れ
た
。（
３
）
西
単
民

主
の
壁
（
一
九
七
五
年
憲
法
の
「
大
民
主
」）
や
広
東
か
ら
香
港
へ
の

ヒ
ト
の
移
動
か
ら
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
統
制
が
弛
緩
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
中
国
は
経
済
・
政
治
、・
会
の
各
領
域
で
相
対
的
に
健
康

な
軌
道
を
歩
ん
だ
［
程
美
東
二
〇
〇
八
］。

　

楊
宏
雨
・
復
旦
大
学
教
授
ら
に
よ
る
「
中
共
十
一
大
平
議
」
は
、（
１
）

四
人
組
粉
砕
に
よ
っ
て
天
下
大
乱
か
ら
天
下
太
治
に
向
か
う
な
か
で
、

事
実
上
、
経
済
工
作
が
党
と
国
家
の
重
点
と
な
っ
た
。（
２
）
中
共

十
一
全
大
会
（
一
九
七
七
年
八
月
）
の
課
題
は
、
中
央
指
導
核
心
の
空

白
を
埋
め
る
こ
と
、
文
革
終
結
後
の
中
国
の
発
展
に
向
け
て
国
家
の
政

治
生
活
を
正
常
な
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
、
四
つ
の
近
代
化
に
沿
っ
た
経

済
発
展
戦
略
を
制
定
す
る
こ
と
、
内
外
の
「
非
毛
化
」
の
議
論
に
答
え

る
こ
と
に
あ
っ
た
。（
３
）
十
一
大
報
告
は
文
革
時
期
の
階
級
闘
争
を

要
と
す
る
思
考
モ
デ
ル
を
突
破
し
、
欠
陥
は
あ
る
も
の
の
十
二
大
報
告

に
近
い
（
十
大
、
十
一
大
、
十
二
大
の
政
治
報
告
の
使
用
語
彙
の
分
析

に
よ
る
）、
と
す
る
［
楊
宏
雨
・
周
瑞
瑞
二
〇
一
四
］。

　

李
正
華
（
当
代
中
国
研
究
所
研
究
員
）
は
、
華
国
鋒
と
李
先
念
が
積

極
的
に
参
与
し
た
一
九
七
八
年
七
～
九
月
の
国
務
院
務
虚
会
に
つ
い

て
、（
１
）
全
党
の
工
作
の
重
点
を
改
革
開
放
に
移
す
た
め
に
理
論
・

主
政
者
で
あ
る
華
国
鋒
が
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
こ
の
経
験
は
、
ひ
と
つ
の
社
会
の
深
刻
な
変
化
と
変

容
に
必
ず
し
も
強
力
な
政
治
指
導
者
で
あ
る
必
要
は
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
［
韓
鋼
二
〇
一
一
②:

一
五
～
一
六
］。

◦　

華
が
犯
し
た
最
大
の
誤
り
は
、
一
九
七
七
年
の
い
わ
ゆ
る
「
反

革
命
流
言
」
に
対
す
る
処
置
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
誤
り
の
根
源

は
華
国
鋒
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
長
期
に
わ
た
る
専
政
制
度

と
伝
統
に
あ
っ
た
［
韓
鋼
二
〇
一
一
②:

一
六
～
一
七
］。

　

韓
鋼
は
、
中
共
史
上
、
華
国
鋒
は
強
い
政
治
領
袖
と
は
言
え
な
い
が
、

「
主
政
二
年
」
期
の
権
力
核
心
に
、
①
毛
沢
東
逝
去
後
の
最
高
権
力
の

空
白
の
補
填
、
②
華
国
鋒
本
人
か
ら
鄧
小
平
へ
の
権
力
移
行
、
と
い
う

変
化
が
あ
っ
た
。
こ
の
経
過
を
経
て
、
中
国
国
内
に
お
け
る
平
穏
と
安

定
を
保
持
、
新
た
な
激
動
の
回
避
と
と
も
に
深
刻
な
社
会
変
化
・
変
容

が
始
ま
っ
た
と
述
べ
る
［
二
〇
一
二
②:

三
八
］。

五
．「
主
政
二
年
」
の
と
ら
え
方

　

以
下
の
三
篇
は
一
九
七
六
年
一
〇
月
か
ら
七
八
年
一
二
月
に
い
た
る

華
国
鋒
の
「
主
政
二
年
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
論
述
を
行
っ
て
い
る
。

　

程
美
東
・
北
京
大
学
教
授
は
、
華
国
鋒
「
主
政
二
年
」
時
期
の
中
国

社
会
の
変
容
を
、
当
時
の
政
治
環
境
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。
す
な
わ

ち
、（
１
）
一
九
七
六
年
九
～
一
〇
月
、
軍
が
文
革
否
定
を
支
持
し
ま

た
中
央
の
高
級
人
員
で
老
同
志
が
絶
対
的
優
勢
を
占
め
た
こ
と
に
よ
っ

て
、中
国
社
会
の
政
治
勢
力
の
非
文
革
化
・
反
文
革
化
が
明
ら
か
と
な
っ
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設
重
心
論
、
③
伝
統
的
な
ソ
連
計
画
経
済
モ
デ
ル
を
突
破
す
る
体
制
改

革
論
、
④
閉
鎖
状
態
を
突
破
す
る
対
外
開
放
論
が
確
定
し
た
こ
と
で
あ

る
［
王
東
二
〇
〇
八
］。

　

孫
大
力
（
中
央
党
史
研
究
室
）
は
、（
１
）
一
九
五
七
年
以
後
の
毛

の
左
傾
の
誤
り
か
ら
文
革
に
い
た
る
過
程
で
、
個
人
崇
拝
と
と
も
に
党

内
の
正
常
な
民
主
生
活
が
抑
圧
さ
れ
た
。「
二
つ
の
す
べ
て
」
は
天
安

門
事
件
の
名
誉
回
復
と
鄧
小
平
復
帰
に
反
対
し
、
混
乱
是
正
工
作
に
禁

区
を
設
置
し
た
。（
２
）
一
九
七
七
年
四
月
の
党
中
央
宛
書
簡
に
お
い

て
鄧
小
平
は
「
正
し
く
全
面
的
な
毛
沢
東
思
想
」
に
言
及
し
た
。
同
年

末
、
胡
耀
邦
は
二
つ
の
原
則
（
①
毛
の
指
示
を
正
し
く
全
面
的
に
理
解

す
る
、
②
実
践
は
路
線
の
是
非
を
検
証
す
る
基
準
で
あ
る
）
を
提
起
し

た
。（
３
）
十
一
期
三
中
全
会
か
ら
六
中
全
会
を
経
て
十
二
全
大
会
に

い
た
る
時
期
は
、
混
乱
是
正
の
全
面
発
展
と
基
本
的
完
成
の
過
程
で

あ
っ
た
、
と
述
べ
る
［
孫
大
力
一
九
九
〇
］。

　

一
九
七
七
年
三
月
、
胡
耀
邦
は
中
央
党
校
副
校
長
と
し
て
党
校
の
日

常
工
作
を
主
宰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、「
真
理
の
基
準
」
論
争
に
対

す
る
胡
耀
邦
の
関
与
に
つ
い
て
、次
の
三
点
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
一
二
月
、
校
内
で
康
生
と
そ
の
妻
・
曹
軼
欧
に
よ
る
文
革
期
の

罪
行
（
多
く
の
冤
罪
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
）
に
対
す
る
小
字
報
が
相

次
い
だ
。
校
党
委
は
中
央
に
両
人
の
犯
罪
の
事
実
を
報
告
し
審
査
を
申

請
し
た
。
翌
年
一
二
月
、
中
央
党
校
と
組
織
部
（
胡
耀
邦
は
中
央
組
織

部
長
に
転
出
）
は
康
生
関
連
の
冤
罪
者
六
〇
三
人
の
リ
ス
ト
を
作
成
、

三
中
全
会
後
「
康
生
は
林
彪
・
四
人
組
反
革
命
集
団
の
主
要
な
成
員
」

と
す
る
結
論
を
得
た
［
徐
慶
全
二
〇
一
五
］。（
２
）
一
九
七
七
年
九
月

世
論
上
で
の
準
備
と
な
っ
た
。（
２
）
参
加
者
が
自
由
に
発
言
す
る
形

式
は
、
以
後
の
理
論
工
作
務
虚
会
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。（
３
）
過
度

に
即
効
的
な
成
果
を
求
め
る
思
想
・
影
響
は
、
十
一
期
三
中
全
会
の
あ

と
採
用
さ
れ
る
新
八
字
方
針
「
調
整
・
改
革
・
整
頓
・
提
高
」
方
針
の

提
出
を
促
し
た
、
と
す
る
［
李
正
華
二
〇
一
〇
］。

六
．「
真
理
の
基
準
」
論
争

　
［
徐
慶
全
二
〇
〇
八
］
は
、
一
九
七
六
年
九
～
一
〇
月
の
毛
沢
東
死

去
と
四
人
組
の
命
運
の
劇
的
終
末
に
よ
っ
て
三
つ
の
選
択
肢
（
①
七
七

年
二
月
七
日
の
『
人
民
日
報
』
社
論
が
提
起
し
た
「
二
つ
の
す
べ
て
」、

②
鄧
小
平
や
陳
雲
ら
老
革
命
家
の
「
実
践
は
真
理
を
検
証
す
る
唯
一
の

基
準
」、
そ
し
て
西
単
民
主
の
壁
で
魏
京
生
ら
が
提
起
し
た
「
第
五
の

近
代
化
」）
が
示
さ
れ
た
。
七
八
年
一
一
～
一
二
月
の
中
央
工
作
会
議

と
十
一
期
三
中
全
会
は
①
と
②
の
決
戦
で
あ
り
、
②
の
勝
利
に
終
わ
っ

た
と
述
べ
る
［
六
四
～
六
五
］。

　

王
東
は
、「
真
理
の
基
準
」
論
争
の
全
体
像
を
以
下
の
よ
う
に
概
括

す
る
。（
１
）
こ
の
大
討
論
は
、
一
九
七
七
年
初
め
か
ら
七
八
年
五
月

ま
で
の
準
備
段
階
と
七
八
年
五
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
公
開
論
争
段
階

に
区
分
で
き
る
。（
２
）
討
論
の
推
進
者
は
三
グ
ル
ー
プ
（
①
鄧
小
平

ら
老
世
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
家
、
②
胡
耀
邦
ら
第
一
線
の
指
導
的

同
志
、
③
胡
福
明
ら
哲
学
者
・
理
論
工
作
者
）
で
、
鄧
小
平
と
胡
耀
邦

の
関
係
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
総
司
令
と
先
鋒
の
関
係
で
あ
っ
た
。

（
３
）
こ
の
大
討
論
の
意
義
は
、
①
実
事
求
是
＝
精
髄
論
、
②
経
済
建
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の
総
括
が
後
者
の
基
調
と
な
っ
た
。
工
作
会
議
で
提
起
さ
れ
た
人
事
案

件
が
三
中
全
会
で
決
定
さ
れ
た
。（
２
）
工
作
会
議
に
は
、
党
政
軍
な

ど
の
指
導
者
、
中
国
科
学
院
・
社
会
科
学
院
の
代
表
、
省
級
期
間
の
指

導
者
な
ど
二
一
九
人
が
出
席
し
た
。（
３
）
一
一
月
二
五
日
、
華
国
鋒

は
政
治
局
常
務
委
員
会
を
代
表
し
て
天
安
門
事
件
の
名
誉
回
復
を
宣
言

し
た
。（
４
）
会
議
の
精
神
は
、
科
学
的
指
導
、
民
主
の
発
揚
、
改
革

の
提
唱
、
積
極
的
な
建
設
、
寛
容
、
団
結
で
あ
っ
た
、
と
す
る
［
于
光

遠
一
九
九
八
］。

　

胡
喬
木
（
社
会
科
学
院
長
・
国
務
院
研
究
室
主
任
）
の
秘
書
と
し
て

工
作
会
議
と
三
中
全
会
を
目
撃
し
た
朱
佳
木
は
、（
１
）
工
作
会
議
は

議
題
が
途
中
で
変
更
さ
れ
、
歴
史
問
題
、
中
央
指
導
幹
部
の
誤
り
、
真

理
の
基
準
に
つ
い
て
の
討
論
、
人
事
問
題
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

さ
れ
た
。（
２
）
工
作
会
議
開
催
直
後
の
一
一
月
一
三
日
、
華
国
鋒
は

議
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
喪
失
し
、
結
果
、
中
央
の
主
た
る
指
導
者
は

鄧
小
平
に
移
っ
た
、
と
述
べ
る
［
朱朱
佳
木
一
九
九
九
］。

　

工
作
会
議
の
議
事
日
程
に
つ
い
て
、
華
国
鋒
は
、
七
九
年
一
月
か
ら

工
作
の
中
心
を
社
会
主
義
現
代
化
建
設
に
移
す
こ
と
と
し
、
主
と
し
て

経
済
問
題
に
つ
い
て
討
論
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
上
記
日
程
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
は
、
一
一
月
一
二
日
の

東
北
組
に
お
け
る
陳
雲
の
発
言
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
経
済
問
題
を
議
論

す
る
前
に
、
①
薄
一
波
ら
六
一
人
叛
徒
集
団
案
件
、
②
文
革
中
に
叛
徒

と
さ
れ
た
事
案
、
③
陶
鋳
・
王
鶴
寿
ら
に
対
す
る
評
価
、
④
彭
徳
懐
の

遺
骨
を
八
宝
山
公
墓
に
収
容
す
る
こ
と
、
⑤
天
安
門
事
件
評
価
、
⑥
康

生
の
誤
り
を
討
論
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
出
席
者
の
賛
同
と
と
も

の
中
央
党
校
開
学
式
で
葉
剣
英
は
「
第
九
［
劉
少
［
劉
少
奇
］、第
十
［
林

彪
］、
第
十
一
回
［
四
人
組
］
の
路
線
闘
争
の
研
究
を
提
起
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
胡
耀
邦
は
「
三
回
路
線
闘
争
」
専
題
研
究
小
組
を
組
織

し
、
党
史
教
学
の
新
方
案
を
ま
と
め
さ
せ
た
。
七
八
年
一
月
の
「
関
於

研
究
第
九
次
、
第
十
次
、
第
十
一
次
路
線
闘
争
若
干
問
題
（
草
稿
）」

で
は
劉
少
奇
に
対
す
る
「
叛
徒
・
内
奸
・
工
賊
」
の
帽
子
が
は
ず
さ
れ

た
。
さ
ら
に
彼
は
「
討
論
提
要
」
作
成
し
て
教
職
員
に
よ
る
討
論
に
付

し
た
が
、こ
の
「
討
論
提
要
」
に
よ
っ
て
議
論
は
全
国
に
拡
散
し
た
［
徐

慶
全
二
〇
一
五
］。（
３
）
一
九
七
七
年
七
月
、
胡
耀
邦
は
中
央
党
校
で

『
理
論
動
態
』
を
創
刊
、
同
誌
第
六
〇
期
の
「
実
践
は
真
理
を
検
討
す

る
唯
一
の
基
準
で
あ
る
」（
七
八
年
五
月
）
は
、「
真
理
の
基
準
」
論
争

の
全
国
的
展
開
を
促
し
た
［
徐
慶
全
二
〇
一
五
②
］。

　

一
九
七
八
年
五
月
「
真
理
の
基
準
」
論
争
は
公
開
論
争
の
段
階
と
な

る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
華
国
鋒
は
、「
こ
れ
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

論
点
を
明
確
に
し
、
団
結
の
願
望
か
ら
出
発
し
て
団
結
に
達
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
抑
制
さ
れ
た
寛
容
な
態
度
を
と
っ
た
［
胡
徳

平
二
〇
〇
八
、
孟
昭
庚
二
〇
一
一
］

七
．
中
央
工
作
会
議
と
十
一
期
三
中
全
会

　

中
央
工
作
会
議
（
一
九
七
八
年
一
一
月
一
〇
日
～
一
二
月
一
三
日
）

と
十
一
期
三
中
全
会
（
一
二
月
一
八
日
～
二
二
日
）
に
列
席
し
た
著
名

な
経
済
学
者
・
于
光
遠
は
、（
１
）
二
つ
の
会
議
の
関
係
は
、
工
作
会

議
が
三
中
全
会
を
準
備
し
、
前
者
で
の
熱
烈
な
討
論
に
対
す
る
鄧
小
平
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か
」
と
語
っ
た
と
い
う
［
胡
徳
平
二
〇
〇
八
②
］。

八
．
歴
史
決
議
と
「
一
正
四
負
」

　

一
九
七
八
年
一
二
月
一
三
日
の
中
央
工
作
会
議
で
の
華
国
鋒
・
葉
剣

英
・
鄧
小
平
の
閉
幕
ス
ピ
ー
チ
は
三
人
と
も
劉
少
奇
問
題
に
言
及
し
な

か
っ
た
。
一
九
七
九
年
四
月
、
鄧
小
平
と
陳
雲
の
要
求
に
よ
り
劉
少
奇

案
件
復
査
組
が
発
足
、
九
月
復
査
組
は
「
情
況
報
告
」
を
中
央
に
提
出

し
た
。
一
九
八
〇
年
二
月
の
中
共
十
一
期
五
中
全
会
は
、（
１
）
八
期

十
二
中
全
会
の
決
議
・
関
連
文
献
を
取
り
消
し
劉
少
奇
の
名
誉
を
回
復

す
る
。（
２
）
適
当
な
時
期
に
追
悼
会
を
開
催
す
る
。（
３
）
劉
少
奇
の

冤
罪
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
事
案
を
見
直
し
名
誉
を
回
復
す
る
、
と
決

議
し
た
。
劉
少
奇
の
名
誉
回
復
は
、
毛
沢
東
の
文
革
中
の
誤
り
を
中
共

中
央
が
承
認
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
社
会
思
想
の
混
乱
が
懸
念
さ
れ
た

［
盛
平
二
〇
一
五
］。

　

一
九
七
九
年
一
〇
月
の
建
国
四
十
周
年
を
記
念
す
る
葉
剣
英
の
演
説

は
、
は
じ
め
て
党
が
過
ち
を
認
め
た
。
そ
れ
は
、
自
画
自
賛
の
空
虚
な

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
終
わ
り
を
告
げ
、
国
が
直
面
す
る
課
題
に
真
正
面
か
ら

取
り
組
む
た
め
の
大
き
な
突
破
口
と
な
っ
た
。
鄧
は
歴
史
評
価
を
す
す

め
る
た
め
に
、
旗
幟
鮮
明
な
改
革
派
の
胡
耀
邦
を
責
任
者
と
す
る
と
と

も
に
、
党
の
正
統
性
擁
護
を
最
優
先
に
考
え
る
二
人
の
保
守
派
・
胡
喬

木
と
鄧
力
群
を
世
話
役
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
た
。

［
宋
毅
軍
・
任
元
娜
二
〇
一
五
］
は
、
歴
史
決
議
の
草
稿
作
成
過
程
に

お
け
る
陳
雲
と
鄧
小
平
が
行
っ
た
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
当
該
文
献
の
内
容

に
、
歴
史
問
題
解
決
に
む
け
た
多
く
の
発
言
を
促
し
た
。
一
二
月
一
三

日
に
鄧
小
平
が
行
っ
た
工
作
会
議
の
閉
幕
詞
「
解
放
思
想
、実
事
求
是
、

団
結
一
致
向
前
看
」
は
、
事
実
上
、
三
中
全
会
の
基
調
報
告
と
な
っ
た

［
楊
継
縄
二
〇
〇
八
］。

　

一
一
月
一
四
日
、
中
共
北
京
市
委
員
会
は
天
安
門
事
件
の
名
誉
回
復

を
決
定
、
同
日
の
新
華
社
新
聞
稿
を
一
六
日
の
『
人
民
日
報
』
と
『
光

明
日
報
』
は
「
天
安
門
事
件
は
完
全
な
革
命
行
動
で
あ
る
」
と
の
見
出

し
を
付
け
て
掲
載
し
た
。
こ
の
北
京
市
委
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
①
政

治
局
常
務
委
員
会
の
批
准
を
得
た
も
の
で
あ
る
の
か
、②
『
人
民
日
報
』

『
光
明
日
報
』
の
見
出
し
は
果
し
て
決
定
を
的
確
に
概
括
し
た
も
の
か
、

と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
［
于
光
遠
二
〇
〇
三
］。

　

一
一
月
一
七
日
、『
人
民
日
報
』
は
童
懐
周
ら
一
六
人
の
集
団
が
編

集
し
た
『
天
安
門
詩
抄
』（
一
九
七
六
年
四
月
に
天
安
門
に
貼
り
だ
さ

れ
た
詩
詞
を
収
録
）
の
前
言
と
一
部
の
詩
を
掲
載
、
翌
一
八
日
に
は
華

国
鋒
が
該
書
の
書
名
を
揮
毫
し
た
［
黎
之
二
〇
〇
一
］。
一
九
日
、
北

京
西
単
の
「
民
主
の
壁
」
に
最
初
の
壁
新
聞
が
は
り
だ
さ
れ
た
。

　

華
国
鋒
は
、
一
一
月
二
五
日
に
政
治
局
常
務
委
員
会
を
代
表
し
て
天

安
門
事
件
の
名
誉
回
復
を
宣
言
、
さ
ら
に
一
二
月
一
三
日
の
工
作
会
議

の
閉
幕
詞
に
お
い
て
「
二
つ
の
す
べ
て
」
に
言
及
し
て
自
己
批
判
し
た

［
南
東
風
一
九
九
五
、
蓋
軍
一
九
九
八
］。

　

一
一
月
二
五
日
の
夜
、
帰
宅
し
た
胡
耀
邦
は
、「
中
国
人
民
は
今
日
、

苦
痛
災
難
か
ら
目
覚
め
た
。
華
国
鋒
は
堤
防
に
小
さ
な
穴
を
開
け
た
。

歴
史
の
潮
流
は
こ
れ
が
突
破
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
が
人
民
の

力
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
誰
が
こ
ん
な
こ
と
を
予
想
で
き
た
で
あ
ろ
う
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学
者
の
中
共
党
史
、
民
間
の
中
共
党
史
で
あ
る
。
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
中

共
党
史
は
中
共
の
観
点
か
ら
研
究
と
叙
述
を
行
い
、
政
治
性
・
奉
仕
性
・

教
育
性
が
強
調
さ
れ
る
。
学
者
が
行
う
中
共
党
史
の
多
く
は
、
客
観
的

な
観
点
で
研
究
を
行
い
、
科
学
性
・
リ
ア
リ
テ
ィ
・
学
術
性
が
強
調
さ

れ
る
。ま
た
い
わ
ゆ
る
民
間
の
中
共
党
史
は
自
由
に
研
究
し
叙
述
さ
れ
、

個
人
的
関
心
か
ら
研
究
を
行
い
研
究
と
言
論
の
自
由
が
強
調
さ
れ
る
、

と
す
る
。
郭
は
、（
１
）ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

政
治
性
を
考
慮
に
入
れ
ず
、
党
の
決
議
や
路
線
・
方
針
・
政
策
に
背
く

も
の
は
公
表
で
き
な
い
し
、
た
と
え
発
表
で
き
た
と
し
て
も
好
ま
し
く

な
い
影
響
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。（
２
）
科
学
性
を
軽
視
す
れ
ば
根

本
的
に
拠
っ
て
立
つ
場
が
存
在
せ
ず
、だ
れ
も
信
用
し
な
い
で
あ
ろ
う
、

と
述
べ
る
［
郭
徳
宏
二
〇
〇
二:

一
三
］。

　
［
李
海
文
二
〇
一
五
］
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
中
共
党
史
研
究
者
の

立
ち
位
置
か
ら
あ
る
べ
き
歴
史
叙
述
を
論
じ
て
い
る
。
彼
女
は
華
国
鋒

回
想
録
を
ま
と
め
る
た
め
一
九
九
八
年
に
一
〇
回
の
聞
き
取
り
を
行
っ

た
も
の
の
、後
に
歴
史
著
作
の
執
筆
に
変
更
、『
歴
史
転
折
中
的
華
国
鋒
』

（
未
見
）
を
上
梓
し
た
。
該
書
の
執
筆
方
針
を
、（
１
）
史
を
以
っ
て
論

じ
真
相
を
求
め
る
。（
２
）
で
き
る
限
り
資
料
を
集
め
、
偽
を
廃
し
て

真
実
を
残
し
、
粗
を
去
り
て
精
を
と
る
。（
３
）
同
時
代
人
は
同
時
代

史
を
書
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る（
歴
史
は
デ
ィ
テ
ー
ル
が
必
要
で
あ
り
、

デ
ィ
テ
ー
ル
が
真
実
を
決
定
す
る
）。（
４
）
矛
盾
す
る
双
方
を
叙
述
す

る
［
尊
称
・
蔑
称
を
用
い
な
い
］。（
５
）
今
日
の
青
年
が
読
ん
で
理
解

で
き
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
際
、党
史
専
攻
と
歴
史
学
専
攻
の
違
い
は
、

（
３
）
に
お
け
る
デ
ィ
テ
ー
ル
の
描
き
方
に
あ
る
と
述
べ
、
中
国
の
党

を
、
①
毛
沢
東
の
歴
史
的
位
置
の
確
立
、
正
負
の
評
価
、
ざ
っ
く
り
と

し
た
内
容
と
す
る
、
②
党
の
歴
史
を
路
線
問
題
と
し
て
論
じ
な
い
、
③

建
国
以
前
の
歴
史
も
視
野
に
入
れ
る
（
毛
沢
東
評
価
）、
④
毛
沢
東
の

哲
学
著
作
の
役
割
を
明
示
す
る
、
⑤
華
国
鋒
評
価
に
言
及
す
る
（
そ
れ

は
党
主
席
の
交
代
に
帰
結
し
た
）、
と
概
括
す
る
。

　

こ
の
「
歴
史
決
議
」
に
お
け
る
華
国
鋒
評
価
に
つ
い
て
、［
熊
崧
策
・

胡
元
二
〇
一
二
］
は
、（
１
）
一
九
八
〇
年
九
月
、
胡
喬
木
は
四
人
組

粉
砕
以
降
の
四
年
を
ど
う
描
く
か
に
つ
い
て
の
草
稿
（
六
行
一
〇
〇
字

余
）
を
作
成
し
、
省
市
自
治
区
第
一
書
記
座
談
会
に
送
付
し
た
。（
２
）

一
〇
月
、
胡
は
政
治
局
常
委
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
二
〇
〇
〇
字
余
に
改

定
し
、
常
委
各
同
志
に
審
閲
を
求
め
た
が
、
華
国
鋒
が
「
常
委
で
の
正

式
の
討
論
を
し
な
い
で
草
稿
に
付
加
す
る
こ
と
に
賛
成
で
き
な
い
」
と

述
べ
た
た
め
、
そ
れ
は
公
開
さ
れ
な
か
っ
た
。（
３
）
一
〇
～
一
一
月
、

四
千
人
討
論
に
お
い
て
四
人
組
粉
砕
以
降
の
四
年
の
総
括
を
求
め
る
意

見
が
多
数
出
さ
れ
た
。（
４
）
一
一
～
一
二
月
、
九
回
の
政
治
局
会
議

を
開
催
し
華
国
鋒
批
判
と
党
主
席
交
代
が
決
定
さ
れ
た
（
こ
こ
に
至
っ

て
、
胡
喬
木
は
四
人
組
粉
砕
後
四
年
の
記
述
を
決
議
案
に
挿
入
し
た
）

と
述
べ
る
。
こ
う
し
て
「
歴
史
決
議
」
に
お
け
る
華
国
鋒
評
価
（
一
正

四
負
）
が
確
定
し
た
。

九
．
歴
史
の
紡
ぎ
方
（
付
論
）

　

郭
徳
宏
・
中
共
中
央
党
校
教
授
は
、
今
日
の
中
国
に
は
三
種
類
の
中

共
党
史
が
存
在
す
る
と
言
う
。す
な
わ
ち
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
中
共
党
史
、
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産
承
包
責
任
制
～
農
民
の
自
主
権
獲
得
）
を
構
想
し
て
い
た
。（
２
）

大
寨
モ
デ
ル
は
、
農
民
の
政
治
動
員
、
階
級
闘
争
と
社
会
主
義
（
階
級

敵
＝
資
本
主
義
の
し
っ
ぽ
）
を
強
調
し
、
自
留
地
廃
止
（
定
額
包
工
・

聯
産
計
酬
に
反
対
）
を
主
張
し
て
い
た
。（
３
）
十
一
期
三
中
全
会
の

段
階
で
紀
登
奎
が
構
想
し
て
い
た
の
は
、
人
民
公
社
の
集
中
管
理
の
方

向
で
あ
っ
た
。（
４
）
紀
登
奎
の
ス
タ
ン
ス
は
、
積
極
的
に
混
乱
是
正

を
志
向
す
る
万
里
と
も
、
左
傾
政
策
を
堅
持
・
強
化
し
よ
う
と
す
る
陳

永
貴
・
華
国
鋒
と
も
異
な
る
中
間
的
思
路
で
あ
っ
た
［
趙
樹
凱

二
〇
一
五
］。

　
「
歴
史
決
議
」
を
採
択
し
た
中
共
十
一
期
六
中
全
会
前
夜
、
陳
永
貴

は
副
総
理
を
辞
任
し
た
［
顧
育
豹
二
〇
〇
七
］。

ま
と
め

　

一
九
七
六
年
九
月
九
日
、
毛
沢
東
が
死
去
し
た
。
一
〇
月
八
日
、
中

央
・
人
大
常
委
・
国
務
院
・
軍
委
「
記
念
堂
建
設
に
つ
い
て
の
決
定
」

が
な
さ
れ
、
一
周
忌
に
あ
た
る
七
七
年
九
月
九
日
に
落
成
式
典
が
挙
行

さ
れ
た
。
こ
の
毛
沢
東
記
念
堂
建
設
は
、
党
政
軍
三
権
を
収
攬
す
る
華

国
鋒
が
最
初
に
手
掛
け
た
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。
毛
沢
東
の
遺
体
を
風

景
秀
麗
の
地
に
石
碑
を
た
て
て
埋
葬
す
る
の
で
は
な
く
、記
念
堂
は「
生

き
て
い
る
人
と
同
じ
く
屋
内
に
安
置
す
る
こ
と
。人
民
の
な
か
に
あ
り
、

人
々
が
常
に
彼
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
か
た
ち
で
天
安

門
広
場
の
南
端
に
建
設
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
八
月
、
鄧
小
平
は
イ
タ

リ
ア
人
記
者
に
対
し
て
、
①
記
念
堂
建
設
は
生
前
の
毛
沢
東
の
意
思
に

史
専
攻
（
政
治
理
論
）
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
旧
ソ
連
の
『
ソ
連
共

産
党
（
ボ
）
党
史
教
程
』
の
思
路
と
風
格
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
き
た
、

と
い
う
［
二
五
～
三
〇
］。

　

黄
如
軍
・
中
共
中
央
党
史
研
究
室
主
任
は
、
民
間
の
作
家
・
葉
永
烈

『
一
九
七
八
中
国
命
運
大
転
折
』（
一
九
九
三
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
）

に
対
す
る
論
評
を
行
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
１
）
該
書
の
主
た
る

内
容
は
歴
史
事
実
に
合
致
し
て
い
る
も
の
の
、
デ
ィ
テ
ー
ル
に
お
け
る

資
料
吟
味
の
粗
さ
が
散
見
さ
れ
る
。（
２
）
口
述
資
料
を
用
い
る
場
合
、

档
案
文
献
や
報
刊
資
料
に
よ
る
検
証
が
必
要
で
あ
る
。こ
の
ほ
か
、（
３
）

作
家
の
歴
史
感
覚
に
由
来
す
る
心
理
分
析
や
描
写
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
ま
た
想
像
と
虚
構
を
如
何
に
排
除
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
存
在

す
る
、
と
論
じ
る
［
黄
如
軍
一
九
九
八
］。

一
〇
．
中
国
政
治
の
転
換
と
農
業
問
題
（
付
論
）

　

趙
樹
凱
・
国
務
院
発
展
研
究
主
任
は
、
十
一
期
三
中
全
会
前
後
の
農

業
問
題
に
か
か
わ
る
構
図
に
つ
い
て
、
安
徽
省
委
員
会
書
記
と
し
て
包

産
到
戸
に
む
か
う
農
村
改
革
を
探
っ
て
い
た
万
里
、
副
総
理
と
し
て
農

業
を
主
管
し
て
い
た
紀
登
奎
、
毛
沢
東
の
「
農
業
は
大
寨
に
学
ぶ
」
方

針
に
よ
っ
て
全
国
の
模
範
と
な
っ
た
陳
永
貴
・
副
総
理
の
三
人
の
指
導

者
の
見
解
の
相
違
と
し
て
整
理
す
る
。
す
な
わ
ち
、（
１
）
農
業
改
革

の
起
源
に
つ
い
て
、
万
里
は
、
①
「
農
業
は
大
寨
に
学
ぶ
」
の
枠
組
み

の
突
破
、
②
「
生
産
隊
を
基
礎
と
す
る
三
級
所
有
」
の
突
破
（
聯
産
計

酬
・
包
産
到
組
の
実
施
）、
③
「
不
許
包
産
到
戸
」
の
突
破
（
家
庭
聯
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画
経
済
か
ら
市
場
経
済
に
転
換
し
た
。（
４
）
執
政
党
が
労
働
者
階
級

の
前
衛
か
ら
各
階
級
の
先
進
分
子
の
集
合
体
に
変
わ
っ
た
［
三
〇
］。

　

中
国
に
お
け
る
華
国
鋒
研
究
は
、一
九
八
一
年
「
歴
史
決
議
」
の
「
一

正
四
負
」
に
拠
る
も
の
か
ら
、
二
〇
〇
八
年
の
「
華
国
鋒
同
志
生
平
」

を
契
機
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
バ
イ
ア
ス
を
排
し
た
評
価
に
転
じ
た
。
さ

ら
に
一
〇
年
を
経
た
現
在
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
初
め

の
中
国
政
治
の
転
換
に
お
い
て
何
が
変
わ
り
何
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
の

か
に
つ
い
て
、
四
〇
年
後
の
今
日
の
立
ち
位
置
か
ら
総
合
的
な
検
討
と

検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
華
国
鋒
と
そ
の
政
権
が
果
し
た
役
割
に
つ
い
て

の
考
察
が
、
こ
の
課
題
に
お
け
る
重
要
な
一
部
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を

要
し
な
い
。参

考
文
献

陳
丹
晨
二
〇
一
五
「
写
歴
史
要
経
得
起
事
実
検
験
」『
炎
黄
春
秋
』
二
〇
一
五

年
第
九
期

陳
立
旭
二
〇
一
四
「
華
国
鋒
主
持
党
的
三
次
重
要
会
議
」『
湘
潮
』
二
〇
一
四

年
第
一
〇
期

程
冠
軍
二
〇
一
六
「
習
仲
勲
章
為
何
在
一
九
七
八
年
中
央
工
作
会
議
上
被
賛
揚
」

『
同
舟
共
進
』
二
〇
一
六
年
第
六
期

程
美
東
二
〇
〇
八
「
一
九
七
六
―
一
九
七
八
中
国
社
会
的
演
化
：
兼
論
華
国
鋒

時
期
政
治
環
境
的
変
化
與
十
一
届
三
中
全
会
的
召
開
」『
学
習
與
探
索
』

二
〇
〇
八
年
第
六
期
（
一
七
九
期
）

程
中
原
二
〇
〇
四
「
一
九
七
五
：
鄧
小
平
主
持
各
方
面
的
整
頓
」『
当
代
中
国

反
す
る
、
②
し
か
し
そ
れ
は
国
内
の
安
定
を
求
め
て
建
設
さ
れ
た
、
③

今
日
こ
れ
を
撤
去
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
述
べ
た
。華
国
鋒
は
、

毛
沢
東
の
誕
生
日
と
命
日
の
記
念
堂
で
の
拝
謁
を
習
慣
と
し
て
い
た

［
張
凱
一
九
九
三
、
孟
昭
庚
二
〇
一
〇
］。

　

最
近
、
山
西
交
城
に
広
大
な
華
国
鋒
の
陵
墓
が
造
ら
れ
た
と
い
う
。

資
金
は
北
京
が
出
し
、
一
部
は
地
方
政
府
が
自
ら
調
達
し
た
と
い
う
。

面
積
は
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
一
四
の
サ
ッ
カ
ー
場
に
相
当
し
、
山
の
斜

面
に
三
六
五
段
の
石
段
を
配
し
、明
ら
か
に
中
山
陵
を
模
し
て
い
る［
陳

丹
晨
二
〇
一
五:

四
〇
］。

　
［
楊
宏
雨
・
周
瑞
瑞
二
〇
一
四
］
は
、
華
国
鋒
が
一
九
八
二
年
の
中

共
十
二
全
大
会
で
中
央
政
治
局
に
残
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
①

世
代
論
と
華
国
鋒
の
権
威
（
毛
晩
年
～
四
人
組
粉
砕
後
の
老
幹
部
復

活
）、
②
「
一
正
四
負
」
評
価
（
韓
鋼
「
一
正
は
軽
す
ぎ
、
四
負
は
事

実
と
異
な
る
武
断
的
評
価
」）、
③
毛
沢
東
晩
年
の
誤
り
（
華
国
鋒
は
も

と
も
と
彼
が
担
う
必
要
の
な
い
責
任
に
対
す
る
代
価
を
払
っ
た
）と
し
、

当
時
、
辞
職
に
対
す
る
疑
義
が
葉
剣
英
・
胡
耀
邦
・
趙
紫
陽
や
地
方
・

軍
幹
部
に
存
在
し
た
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
華
国
鋒
は
過
渡
時
期
に
比

較
的
適
合
し
た
政
治
領
袖
と
し
て
他
に
代
替
し
え
な
い
役
割
を
果
た
し

た
、
と
概
括
す
る
。

　

ま
た
［
李
海
文
二
〇
一
五
］
は
、「
四
人
組
」
粉
砕
か
ら
四
〇
年
近

く
た
っ
た
が
、
こ
の
間
の
中
国
に
は
巨
大
な
変
化
が
あ
っ
た
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。（
１
）「
四
人
組
」
を
粉
砕
し
て
十
年
の
動
乱
が

終
わ
っ
た
。（
２
）
政
治
突
出
・
政
治
第
一
・
政
治
運
動
重
視
か
ら
経

済
建
設
を
党
工
作
の
重
点
と
し
、
改
革
開
放
を
実
行
し
た
。（
３
）
計
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韓
鋼
二
〇
一
一
②
「
関
於
華
国
鋒
的
若
干
史
実
（
続
）」『
炎
黄
春
秋
』

二
〇
一
一
年
第
三
期

韓
鋼
二
〇
一
一
③
「
和
華
国
鋒
有
関
的
幾
桩桩
史
実
」『
各
界
』
二
〇
一
一
年
第

四
期
（
一
九
〇
期
）

韓
鋼
二
〇
一
二
「
粉
碎
“
四
人
帮
”：
歴
史
真
相
與
未
解
之
謎
」『
共
産
党
員
：

上
半
月
』
二
〇
一
二
年
第
一
期
（
原
載
：『
北
京
日
報
』）

韓
鋼
二
〇
一
二
②
「
対
華
国
鋒
評
価
的
争
議
従
何
而
来
」『
現
代
領
導
』

二
〇
一
二
年
第
五
期

胡
徳
平
二
〇
〇
八
「
華
国
鋒
在
“
真
理
標
準
”
討
論
中
」『
共
産
党
員
：
上
半
月
』

二
〇
〇
八
年
第
八
期

胡
徳
平
二
〇
〇
八
②
（
李
従
淵
摘
）「
華
国
鋒
在
“
真
理
標
準
討
論
”
中
」『
党

史
文
苑
：
紀
実
版
』
二
〇
〇
八
年
第
一
〇
期

黄
如
軍
一
九
九
八
「
関
於
党
史
、
国
史
重
大
題
材
紀
実
作
品
的
幾
点
思
考
：
兼

評
葉
永
烈
著
《
一
九
七
八
中
国
命
運
大
転
折
》」『
中
共
党
史
研
究
』

一
九
九
八
年
第
四
期

李
安
亮
二
〇
〇
二
「
鄧
小
平
與
第
二
代
中
央
領
導
集
体
的
形
成
」『
党
史
博
采
：

紀
実
版
』
二
〇
〇
二
年
第
九
期

理
査
徳
・
伊
文
思
一
九
九
七
「
鄧
小
平
拒
絶
接
受
“
両
个
凡
是
”」『
領
導
文
萃
』

一
九
九
七
年
第
七
期

李
海
文
二
〇
一
五
「《
歴
史
転
折
中
的
華
国
鋒
》
写
作
始
末
」『
江
淮
文
史
』

二
〇
一
五
年
第
五
期

李
海
文
二
〇
一
六
「
天
安
門
事
件
的
前
前
後
後
（
上
）」『
江
淮
文
史
』

二
〇
一
六
年
第
三
期

李
海
文
二
〇
一
六
②
「
天
安
門
事
件
的
前
前
後
後
（
中
）」『
江
淮
文
史
』

二
〇
一
六
年
第
四
期

李
海
文
二
〇
一
六
③
「
天
安
門
事
件
的
前
前
後
後
（
下
）」『
江
淮
文
史
』

二
〇
一
六
年
第
五
期

李
園
園
二
〇
一
四
「
揭
秘
：
華
国
鋒
隠
退
内
情
」『
紅
土
地
』
二
〇
一
四
年
第

史
研
究
』
二
〇
〇
四
年
第
二
期

程
中
原
二
〇
〇
九
「
関
於
華
国
鋒
的
評
価
問
題
」『
晋
陽
学
刊
』
二
〇
〇
九
年

第
五
期

程
中
原
二
〇
〇
九
②
「
一
部
評
価
述
十
一
届
三
中
全
会
的
信
史
：
簡
評
朱
佳
木

新
作
《
我
所
知
道
的
十
一
届
三
中
全
会
》」『
当
代
中
国
史
研
究
』

二
〇
〇
九
年
第
一
期

程
中
原
二
〇
一
一
「
九
〇
年
歴
程
中
的
一
次
重
大
転
機
：
論
両
種
中
国
命
運
決

戦
的
一
九
七
六
年
」『
甘
粛
社
会
科
学
』
二
〇
一
一
年
第
三
期

丁
暁
平
二
〇
一
二
「
胡
喬
木
在
一
九
七
六
」『
領
導
文
萃
』
二
〇
一
二
年
第
八

期

蓋
軍
一
九
九
八
「
十
一
届
三
中
全
会
的
歴
史
背
景
和
意
義
」『
理
論
学
刊
』

一
九
九
八
年
第
六
期

龔
育
之
二
〇
〇
七
「
十
一
大
是
一
次
不
成
功
的
党
代
会
」『
共
産
党
員
』

二
〇
〇
七
年
第
八
期

顧
育
豹
二
〇
〇
七
「
鄧
小
平
與
陳
永
貴
的
交
鋒
」『
共
産
党
員
：
下
半
月
』

二
〇
〇
七
年
第
九
期

郭
徳
宏
二
〇
〇
二
「
十
一
届
三
中
全
会
以
来
中
共
党
史
学
理
論
和
方
法
的
新
進

展
」『
党
史
研
究
與
教
学
』
二
〇
〇
二
年
第
二
期

何
云
一
九
九
八
「
真
理
標
準
與
“
両
個
凡
是
”
交
鋒
紀
実
」『
政
府
法
制
』

一
九
九
八
年
第
七
期

江
燕	

二
〇
〇
八
「
粉
碎
“
四
人
帮
”
問
題
研
究
述
評
」『
中
共
党
史
資
料
』

二
〇
〇
八
年
第
三
期

姜
毅
然
・
霞
飛
二
〇
〇
七
「
呉
徳
的
風
雨
人
生
」『
党
史
博
采
：
紀
実
版
』

二
〇
〇
七
年
第
一
期

韓
鋼
二
〇
〇
九
「“
両
個
凡
是
”
的
由
来
及
其
終
結
」『
中
共
党
史
研
究
』

二
〇
〇
九
年
第
一
一
期

韓
鋼
二
〇
一
一
「
関
於
華
国
鋒
的
若
干
史
実
」『
炎
黄
春
秋
』
二
〇
一
一
年
第

二
期
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国
新
書
目
』
二
〇
〇
四
年
第
五
期

呉
光
祥
二
〇
〇
八
「
鄧
小
平
提
出
“
完
整
地
準
確
地
理
解
毛
沢
東
思
想
”
前
後
」

『
世
紀
橋
』
二
〇
〇
八
年
第
四
Ｓ
期

新
華
社
二
〇
〇
八
「
華
国
鋒
同
志
生
平
」『
人
民
日
報
』
二
〇
〇
八
年
九
月
一

日

熊
蕾
二
〇
〇
八
「
一
九
七
六
：
華
国
鋒
和
葉
剣
英
結
盟
内
幕
」（
上
）、『
各
界
』

二
〇
〇
八
年
第
一
二
期

熊
崧
策
・
胡
元
二
〇
一
二
「
告
別
“
文
革
”：“
歴
史
決
議
”
是
如
何
煉
成
的
？
」

『
国
家
人
文
歴
史
』
二
〇
一
二
年
第
七
期

徐
慶
全
二
〇
〇
八
「
転
折
年
代
的
文
学
與
政
治
」『
粤
海
風
』
二
〇
〇
八
年
第

六
期

徐
慶
全
二
〇
一
五
「
撥
乱
反
正
的
先
声
：
胡
耀
邦
在
中
央
党
校
」（
上
）『
湘
潮
』

二
〇
一
五
年
第
三
期

徐
慶
全
二
〇
一
五
②
「
撥
乱
反
正
的
先
声
：
胡
耀
邦
在
中
央
党
校
」（
下
）『
湘
潮
』

二
〇
一
五
年
第
四
期

徐
慶
全
二
〇
一
六
「“
你
弁
事
、
我
放
心
”
的
若
干
史
実
」『
炎
黄
春
秋
』

二
〇
一
六
年
第
六
期

楊
継
縄
二
〇
〇
八
「
一
九
七
八
年
、
歴
時
三
六
天
的
中
央
工
作
会
議
」『
共
産

党
員
』
二
〇
〇
八
年
第
四
期

楊
建
成
一
九
九
八
「
世
紀
性
的
貢
献
：
論
葉
剣
英
與
十
一
届
三
中
全
会
」『
紅

広
角
』
一
九
九
八
年
第
五
期

楊
宏
雨
・
周
瑞
瑞
二
〇
一
四
「
中
共
十
一
大
平
議
」『
哈
爾
濱
師
範
大
学
社
会

科
学
学
報
』
二
〇
一
四
年
第
二
期

楊
以
謙
一
九
九
三
「
正
確
評
価
歴
史
人
物
的
光
輝
典
範
」『
理
論
建
設
』

一
九
九
三
年
第
五
期

于
光
遠
一
九
九
八
「
歴
史
大
転
折
的
両
個
会
議
」『
天
涯
』
一
九
九
八
年
第
六

期

于
光
遠
二
〇
〇
〇
「
我
印
象
中
的
胡
耀
邦
與
華
国
鋒
」『
世
紀
行
』
二
〇
〇
〇

一
〇
期

李
正
華
二
〇
一
〇
「
一
九
七
八
年
国
務
院
務
虚
会
研
究
」『
当
代
中
国
史
研
究
』

二
〇
一
〇
年
第
二
期

黎
之	

二
〇
〇
一
「
回
憶
與
思
考
：《
天
安
門
詩
抄
》
出
版
前
後
」『
新
文
学
史
料
』

二
〇
〇
一
年
第
二
期

馬
立
誠
・
凌
志
軍
二
〇
一
四
「
陳
雲
発
言
改
変
了
十
一
届
三
中
全
会
議
程
」『
共

産
党
員
（
河
北
）』
二
〇
一
四
年
第
四
期

孟
昭
庚
二
〇
一
〇
「
毛
主
席
紀
念
堂
落
成
始
末
」『
党
史
博
采
：
紀
実
版
』

二
〇
一
〇
年
第
一
期

孟
昭
庚
二
〇
一
一
「
華
国
鋒
在
一
九
七
六
―
一
九
七
八
年
」『
紅
広
角
』

二
〇
一
一
年
第
九
期

南
東
風
一
九
九
五
「“
文
革
”
后
同
“
両
個
凡
是
”
的
那
場
闘
争
」『
炎
黄
春
秋
』

一
九
九
五
年
第
六
期

盛
平
二
〇
一
五
「
胡
耀
邦
促
成
劉
少
奇
冤
案
平
反
」『
国
家
人
文
歴
史
』

二
〇
一
五
年
第
八
期

師
東
兵
二
〇
〇
八
（
摘
）「
全
国
掀
起
真
理
標
準
討
論
熱
潮
」『
公
民
導
刊
』

二
〇
〇
八
年
第
四
期

宋
毅
軍
・
任
元
娜
二
〇
一
五
「
陳
雲
和
鄧
小
平
与
與
《
関
於
建
国
以
来
党
的
若

干
歴
史
問
題
決
議
》」『
党
史
文
苑
：
紀
実
版
』
二
〇
一
五
年
第
七
期

孫
大
力
一
九
九
〇
「
関
於
撥
乱
反
正
的
歴
史
回
顧
」『
党
史
研
究
與
教
学
』

一
九
九
〇
年
第
四
期

湯
応
武
一
九
九
八
「
鄧
小
平
“
核
心
”
地
位
的
形
成
」『
今
日
浙
江
』	

一
九
九
八
年
第
八
期
」

王
東
二
〇
〇
八「
有
関
真
理
標
準
大
討
論
研
究
的
幾
個
重
要
問
題
」『
資
料
信
息
』

二
〇
〇
八
年
第
七
期

王
彦
君
二
〇
一
六
「
馬
文
瑞
在
十
一
届
三
中
全
会
前
后
」『
炎
黄
春
秋
』

二
〇
一
六
年
三
期

呉
徳
二
〇
〇
四
（
朱
元
石
整
理
）「
一
九
七
六
年
天
安
門
事
件
的
前
前
後
後
」『
全
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年
第
一
二
期

于
光
遠
二
〇
〇
三
「
天
安
門
事
件
平
反
真
相
」『
領
導
文
萃
』
二
〇
〇
三
年
第

四
期

于
光
遠
二
〇
〇
八
「
胡
耀
邦
在
一
九
七
八
年
中
央
工
作
会
議
上
」『
共
産
党
員
』

二
〇
〇
八
年
第
四
期

余
煥
椿
二
〇
一
五
「《
人
民
日
報
》
在
撥
乱
反
正
中
」『
炎
黄
春
秋
』
二
〇
一
五

年
第
六
期

張
徳
成
一
九
九
二
「
関
於
真
理
標
準
問
題
的
討
論
始
末
」『
中
共
党
史
研
究
』

一
九
九
二
年
第
三
期

張
根
生
二
〇
〇
八
「
聴
華
国
鋒
談
幾
件
大
事
」『
炎
黄
春
秋
』
二
〇
〇
八
年
第

一
〇
期

張
凱
一
九
九
三
「
華
国
鋒
“
欽
定
”
毛
主
席
紀
念
堂
設
計
方
案
」『
炎
黄
春
秋
』

一
九
九
三
年
第
九
期

趙
樹
凱
二
〇
一
五
「“
農
業
学
大
寨
”
的
一
段
歴
史
」『
中
国
発
展
観
察
』

二
〇
一
五
年
第
八
期

鄭
恵
一
九
九
一
「
開
創
自
己
的
革
命
和
建
設
道
路
：
談
談
編
写
《
中
国
共
産
党

的
七
十
年
》
的
指
導
思
想
」『
党
建
』
一
九
九
一
年
第
一
二
期

朱
佳
木
一
九
九
五
「
胡
喬
木木
同
志
與
党
的
十
一
届
三
中
全
会
」『
党
史
博
采
：

紀
実
实实
版
』
一
九
九
五
年
第
三
期

朱
佳
木
一
九
九
九
「
十
一
届
三
中
全
会
及
其
主
要
文
件
形
成
的
若
干
情
况
：
我

所
知
道
的
十
一
届
三
中
全
会
」（
下
）『
党
的
文
献
』
一
九
九
九
年
第
一
期

（
中
国
南
開
大
学
・
歴
史
学
院
）


